





















た時期から現在に至るまでの約百四十年間の歴史を紐解いている。以下、常設展示の各コーナーについて簡単に紹介し い。　「創立者ウィリアムズ」では、ウィリアムズ主教の足跡を辿るようになっているほか、衣服や鞄、会計簿、手帳などが展示されている。そこにはウィリアムズ主教の几帳面な性格をうかが 知ることができ 。　Ⅰ「築地での誕生」は、立教学院の創立と立教尋常中
学校、 「立教大学」の設立に関して紹介するコーナーで、出席簿や大学校規則、教科書などが展示されている。そこには、創設当初の温もりのある雰囲気を感じさせ 。しかし、一八九九年の文部省訓令第一二号により立教は、キリスト教教育の対応を迫られ、学校教育と宗教は切り離されることとなった。それ 学生にとっては衝撃的な出来事だったことが当時在籍していた学生の日記ら読み取れる。　
Ⅱ「池袋という新しいキャンパスへ」 は、大学令によ

















る。立教のルーツが築地に在ったこと、マキムホールやロイドホールなどの名称の由来を初めて知った学生が多かったほか、医学部構想にも関心を ようだ。また、戦地に赴いた 生が家族にあてた手紙に心を打 れたという声もあった。立教学院のルーツが築地にあることを知らなかった学生がいたことは大変意外であった。　
立教大学の歴史、例えば医学部構想や戦時中のエピ
ソードあるいは今世紀に至って返還された「寄書きの日の丸」などについては書籍やブックレットなどで詳細に描かれており、そちらを参照して、さらに見識を深めていただきたい。【立教学院展示館】 （英語名：
T
he H
eritage and F
uture 
of R
ikkyo ）
ＨＰ：
http://w
w
w
.rikkyogakuin.jp/hfr/
所
  在
  地：東京都豊島区西池袋三丁目三四―一
問合せ先：〇三（三九八五）四八四一開館日時：　（大学授業期間中）
月曜日～金曜日
 一〇：〇〇～一八：〇〇
土曜日
 一一：〇〇～一七：〇〇
　（大学長期休業期間）
月曜日～金曜日
 一〇：〇〇～一七：〇〇
土曜日
 一一：〇〇～ 七
休
  館
  日：日・祝日
 （変更の場合あり。ＨＰを参照のこと）
入
  館
  料：無料
　
なお、本学関係者、一般に関わらず団体で訪れる場合
は、快適な見学環境を保つため、あらかじめ展示館に連絡しておくとよいと思われる。
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Column  新施設紹介
【謝辞】今回の執筆に当たり、齋藤邦明経済学部助教および基礎ゼミナールの学生の方々には、多大なるご協力をいただきました。心より感謝申し上げます。
